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論文内容の要旨
インドール酢般(IAA)は，植物ホノレモンとして主や幼葉鞘の切片の成長を促進するが，無傷植物の成
長にどのように係わっているかは，あまりよく理解されていないc本研究は，エンドウとトウモロコシの
芽ばえを材料に，無傷植物の成長における)AAの役割を明らかにすることを目的に行った。
ラノリンに組合したIAAをエンドウ芽ばえ節聞の一部に投勺して内生IAA濃度を上昇させると，投与部
分あるいはその下の部分の成長は一過的に (2"'"3時間)促進されたのち.元の速度に民ることが観測さ
れた。この成長反応の一過性は， IAAIこ対する反応性の低下と，作用部仲ーにおけるIAA濃度の低下が起因
していることが， IAAを2度投与する実験などから示唆された。次に，lj¥A移動阻害剤のNl'Aを投与す
るなどして内生IAA濃度を低下させると成長速度は低下するが， トウモロコシではI.'¥Aの濃度低下に応答
してJAi¥に対する感度が上昇することが示された。
成長速度を元に戻すのに働いていると考えられたlA1¥濃度の調節機構をより明らかにするために， 3H
-IA.'¥を用いたトレーサ一実験を行った。その結果，エンドウ節問においては，手IJぎ取った表皮から抽:1¥
される31・IAAの量が，成長変化と相関するように， IAA投与後上昇してから低ドすることが明らかに
なった。更に， この低下にともなってIAAの代謝産物(複数の水溶性物質)が増加すること，また代謝活
性の k昇は表皮側で特に大きいことが分かった。以kの結果から， IAAの組織含量が増大することによっ
てIi¥Aの代謝活性が上昇し IAAが作用すると考えられる表皮組織のIAA濃度が低卜するという結論に達
した。
本研究によって， IAA濃度の変動に応答して成長速度は変化するが，濃度が変化した状態が続くと，成
長を元に戻す幾つかの機構が作動することが浮き彫りになった。これらの機構は，過剰な成長を防ぐなど.
成長の恒常性を保つために働いていると推定される。
論文審査の結果の要旨
植物ホ Jレモンのインドール酢酸(IAA)は植物の成長を促進する働きをもっ。その作用機作については，
茎や幼葉鞘のりj片を用いて詳細に研究されてきたが， IAAが無傷植物の成長にどのように係わっているか
は不明な点が多く.論争にもなっている。特に.無傷植物に投与したIAAによって明確な成長促進が観測
されないことから， ).'¥:'-¥の濃度変動による成長制御に疑問lがもたれていた。芳賀健君は，無傷縞物の成長
とIAAの関係に興味をもち，それを博1:研究の課題に選んで・精力的に研究を進めてきた。同君にエンドウ
とトウモロコシの芽ばえを研究材料にして幾つかの重要な均l見を得ることができ，オZ論文にその成栄がま
一17:)-
とめられている。
芳賀健nによって得られた多くの研究成果のうち，特に重要なものは次の通りである。(1 )伸長中ω
エンドウ節n日にjAAを段与すると成長は促進されるが，投与が連続的であっても成長促進は一過的にしか
起こらず 2~3 時間後には允の速度に戻る。 (2) 成長促進が一過的なのは， IAA濃度の I~昇に応答して.
Iλλターゲット組織における1';¥，弐濃度が減少することと，飽和IAA濃度における成長速度が低下すること
による。(3) I;\i\濃度の減少はli\i\代;与~i斤|斗.の上封ーによる。(1) JAA移動阻害剤をトウモロコシ幼葉制
やエンドウ節閣の先端近くに投与して，あるいは先端部を切除して，内生].AA含量を低下させると，成長
がI~目書される o (5) トウモロコシ幼集鞘では内生IAA含量が低下するとIAA'こ対する感度が上昇するo
本研究は，無傷植物の成長はIAAの濃度変動によって制御されることを明らかにするとともに.濃度が
変化した状態が続くと，成長速度を立に)戻す後っかの機構が作動することを明らかにし，これまでの不明
であ勺た問題の解明に著しく寄与するものである。以上の研究成果から，本論文は博土(理学)の学位を
授ワするに値するものと審代した。
